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The relationship between experiences of different culture and interpersonal 
disposition for high school students: The effectiveness of oversea school trip of high 
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The purpose of this study was lo examine the impact of international disposition on cross-cultural 
experiences in an oversea school trip among Japanese high school students. 158 high school students who 
participated in one in three foreign countries'lrip answered the questionnaire regarding international disposition 
and cross-cultural experiences. The results showed that scores of international disposition significantly increased 
but the effect sizes were moderate. Positively changes of the realization toward other countries also increased 
and were positively influenced by international disposition before the trip. Application of individual factors to the 
examination of the teaching effectiveness was discussed. 
Keywords : global education, international dispositon. high school student. oversea school trip, cross-cultural 
experience 
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討している。 鈴木 • 坂本 • 森 ・坂本 ・高比良 ・足立 ・



















ては，インドネシア （石井• 深澤 • 工藤 • 今野 • 石
隈 • 飯田 ・ 甲斐•松本 ・ 大島， 2014), 台萄（石隈 ・
深澤 • 工藤 • 石井 • 今野 ・ 甲斐 • 松本・飯田 • 藤原，
2014), オーストラリア （飯田 • 石隈 • 甲斐 • 松本 ・


































































































(2 項目），「典味 • 関心」 (3項目）の計10項目につい
て， 5件法で回答を求めた。そして「他者との協同的














































Fl F2 炉 平均値標準偏差
Fl {iJf修旅行を通じた国際経験 (a=.83) 
31 伽ってきてから現地でお世話になった人とコンタクトをとった .86 -.06 .74 1.82 l 24 
32 行く前に英語でメ ールのやりとりをした .7] .08 .52 1.53 1.07 
1 現地の文化的施設 (1•料物館，災術館）を訪れた .6 -.09 .44 2.11 1.14 
7 ホームステイをした 66 -07 .43 2.27 1.45 
4 現地の交通手段 （パスや軍車）を利）lした .64 -.05 .40 2.42 1.34 
12 日本について話す機会があった .52 .09 .28 2.57 1.25 
5 両替をした .48 .06 .24 2.28 1.31 
F2 研修旅行経験後の認識の変化 (a=.80) 
19 悔外で咋らすのも楽しそうだと感じた .01 .82 .68 3.19 0.97 
27 また機会があったら海外に行きたい .15 .64 .44 3.51 0.84 
30 英語を使う機会があった -.12 .59 .35 3.27 0.94 
22 述う文化を学ぴ自分自身が成長したように感じる .18 .57 .37 3.03 0.87 
28 海外留学にチャレンジしたい .19 .5 .35 2.57 1.19 
21 もっ と哭語が話せたらと感じた -.04 .52 .27 356 083 
17 自分が話した英語が通じた -.1 .48 .24 3.25 0.86 
18 同じ人UIJなんだと感じた -.05 .43 .18 3.52 0.76 
16 スーバーなど現地の生活空間に行く機会があった -.28 .39 .2 3.80 0.49 
15 帰ってきてから体験を家族に話した -.07 .39 .16 3.52 0.75 
除外された項目
2 現地の学生となんらかの活動を共にした 1.95 1.27 
3 現地の学生と趣味や個人的なことを話す機会があった 1.94 1.25 
6 道を尋ねた 2.12 1.20 
8 食事を注文した 3.25 0.99 
9 現地の食事に挑戦した 360 0.77 
10 現地の学校を訪れた 1.83 1.29 
1 現地の人と会話した 3.56 0.72 
13 インターネットやガイドプックで現地の下調べをした 2.85 1.02 
14 インターネットやガイドプックで現地の文化について調べた 2.69 1.09 
20 パスポー トや荷物のi耀ilを自分で行った 3.73 0.50 
23 もっと現地の人と接したかった 3.34 0.90 
24 文化の辿いを感じた 3.50 0.72 
25 日本食が恋しくなった 3.41 0.97 
26 自分が日本人であることを強く意識した 3.34 090 






n a 平均 (SD) a 平均 (SD) F (df) p partialが多重比較 (.05水準）
(0.91) (0.91) 
前後 0.70 (1, 151) ns .01 
外国人への 70 .82 3.79 3.79 性差 6.64 (I. 151) .04 男子く女子
親和性 84 4.05 (0.88) .84 4.21 (0.77) 
交互作用 2.29 (1, 151) ns .02 
自国文化理 70 .87 4.24 (0.92) (0.82) 
前後 0.08 (1, 151) ns .00 
4.36 性差 2.96 (1, 151) t .02 （男子く女子）
解 84 4.47 (0.75) .90 4.53 (0.68) 
交互作用 0.40 (1. 151) ns .00 
(0.64) (0.70) 
前後 1.92 (I. 151) ns .01 
70 3.98 65 3.91 性差 13.26 (1, 151) ． .08 男子く女子多文化蒋煎 84 .56 4.27 (0.63) . 4.28 (0.59) 
交互作用 0.68 (1, 151) ns .00 
文化への興 70 .66 2.91 (0.87) (0.80) 




性差 3.48 (1, 151) t .02 （事後：男子＞女子）
味関心 84 2.77 2.81 
交互作用 （男子：事前＜事後）3.03 (1, 151) t .02 
(1.03) (1.16) 






性差 4.56 (1. 151) 84 .77 2.05 (0.90) 2.01 (0.91) 
.03 （事後：男子＞女子）
交互作用 2.81 (I. 151) ↑ .02 
(0.67) (0.68) 
前後 0.78 (1, 151) ns .01 
他者理解
70 3.97 72 3.95 性差 5.31 0. 151) 男子く女子84 .75 4.17 (0.68) . 4.20 (0.59) .03 
交互作用 0.36 (1, 151) ns .00 
アサーショ (0.94) (0.98) 
前後 1.07 (1, 151) ns .01 
70 .82 3.68 3.64 性差 (1, 151) 
ン 84 3.55 (1.02) .83 3.57 (0.95) 
0.47 ns .0 
交互作用 0.23 (1, 151) ns .00 
コミュニケー 70 3.44 (0.98) (0.96) 
前後 0.00 (1, 151) ns .00 
75 3.39 性差 (1. 151) ションヘの .72 
(1.01) . 3.35 (1.14) 
0.18 ns .00 興味• 関心 84 3.33 交互作用 0.41 0. 151) ns .00 
協同的問題 70 .88 3.83 (0.68) (0.64) 
前後 0.34 (1, 151) ns .00 
3.76 
性差 (1, 151) 男子く女子
解決能力 84 4.02 (0.58) .86 4.01 (0.56) 
5.65 .04 
交互作用 0.66 (1, 151) ns .00 
海外・国際
(0.81) (0.77) 
前後 0.08 (I. 150) ns .00 男子く女子
交流への積 70 .82 3.58 .81 
3.61 性差 4.52 (1, 150) .03 （女子：事前＜事後）
極性 83 3.74 (0.71) 3.94 (0.69) 交互作用 3.82 (1, 150) ↑ .03 （事後：男子＜女子）
注）上段：男子下段：女子
. p<.01. •p<.05, t p<.10, nsp>.10 
Table 3 異文化体験尺度の記述統計批
事前 事後 t検定結果
n 平均 (SD) 平均 (SD) t (df) p d 
研修旅行を通じた 70 2.19 (0.89) 0.60 (155) ns .10 
国際経験 87 2.10 (0.89) 
研修旅行経験後の 70 3.16 (0.56) 3.37 (155) .55 男子く女子
認識の変化 87 3.44 (0.44) 
注）上段：男子下段：女子
••p<.01, nsp>.10 
かにするために 2要因分散分析を (Table2), 異文化 カ (F(1, 151) =4.56, p<.05, 偏が=.03), 他者理解
体験尺度については男女差のt検定を実施した (Table (F (1. 151) =5.31, p<.05, 偏が=.03),協同的問題解
3)。その結果，国際的資質尺度においては，外国人へ 決能力 (F(1, 151) =5.65, p<.05, 偏が=.04) ならび
の親和性 (F(1, 151) =6.64, p<.05, 偏が=.04), 多文 に海外•国際交流への積極性 (F (1, 150) =4.52, 














(1, 151) =2.81, p<.10, 偏が=.02)については，旅行
後において男子の得点が女真得点よりも高かった。そ


















































認められ (LIR2= .44, p<.01) , 外国人への親和性 <P
=.31, p<.01), コミュニケーションヘの興味関心 (p














































































































































































































































































































































































































































































































































































注）コ ミュヘの典味I関心 ：コミュニケーションヘの典味I関心。（ ）内は人数を表す。"p<.01."p<.05. I p<.JO 
藤原健志他 FUJIWARA.T. et al. 
Table 5認識の変化を従屈変数とした爾回婦分析結果
平均 SD 従と屈の変r数 B (J B (J 
認識の変化 3.32 0.52 
Step l 
性別 1.54 0.50 .28" .28 .27 20 .19 
渡航先 1.32 061 -06 -.05 -05 -.04 -05 
Step 2 (Time 1の国際的粁'fl)
外国人への親和性 3.93 0.90 .60" .18 .31 . 
自国理解 4.36 0.84 .27" -.01 -.02 
多文化帷煎 4.13 0.65 .33" .00 -.01 
文化への典味関心 2.83 0.85 .34" .05 .09 
英語力 2.15 0.97 .29" .01 .01 
他者理解 4.09 0.68 .34" .02 .02 
アサーション 3.61 0.98 .25 . -.03 -.05 
コミュニケー ションヘの典味I~心 339 0.99 .46 . .09 .17' 
協同的問題解決能力 394 0.63 .51 •• .22 .27" 
海外 • 国際交流への利t極性 3.66 0.76 .s1・ .05 .08 
R .28 .72 
If- .08 .52 . 
LJJ{! .4 . 
"p<.01.'p<.05 
性別 (1を男子， 2を女子）ならぴに渡航先 (Iをオーストラリア， 2を台柄， 3をインド
ネシア）は，それぞれダミー変数化して投入
Table 6 各群の人数（男女 ・地域別）
柑がタト服い群 言業の墜群 海外への好感群
男子 女子 男子 女子 男子 女子
オーストラリア 22 13 15 18 12 34 
台 符 4 2 5 8 5 





























海外婦い群 言築の斑群 海外への好感群 ANOVA結果
I) 46 41 63 (df) F partial 12 
国際経験 闊 2.24 1.93 2.19 (2, 147) 1.62 .02 11S (0.89) (0.83) (0.89) 















































































































































































果検証も散見されるが（飯田• 佐野• 林• 新津 ・甲
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Appendix 各クラスタおよぴ旅行前後における国際的資質得点の比較
群 海外嫌い群• 百葉の壁群b 海外への好感罪 ANOVA結果
n 46 41 63 (di) F partial r, 2 
多須比較
旅行蘭 旅行後2 旅行扉P 旅行後2 旅行前1 旅行後2 交互作用
外国人への 平均 4.03 3.66 3.90 4.02 3.86 4.27 旅行前後 (1. 147) 1.29 .01 2: C > a a: I> 2 
親和性 (SD) (0.95) (0.99) (0.91) (0.83) (0.86) (0.69) クラスタ (2, 147) 0.92 .01 c: lく2
交互作用 (2, 147) 29.25•• .29 
自国理解 平均 4.34 4.27 4.41 4.44 4.38 4.67 旅行前後 (1, 147) 3.15 .02 2: C > a c: 1く2
(SD) (0.84) (0.74) (0.93) (0.85) (0.79) (0.57) クラスタ (2, 147) 1.21 .02 
交互作用 (2, 147) 5.95°0 .08 
多文化尊頂 平均 4.14 3.74 3.94 4.10 4.26 4.40 旅行前後 (1. 147) 0.58 .0 C > a,b 
(SD) (0.63) (0.63) (0.64) (0.6) (0.63) (0.56) クラスタ (2, 147) 7.29 . .09 1: C > b a: I> 2 
交互作用 (2. 147) 16.53°0 .18 2: C > a,b c: 1く2
文化への 平均 2.87 3.22 2.72 3.02 2.90 2.72 旅行前後 0. 147) 8.91 . .06 2>1 a: 1く2
興味関心 (SD) (0.77) (0.81) (0.88) (0.80) (0.89) (0.8) クラスタ (2. 147) 1.23 .02 2: a> C b: 1く2
交li.作用 (2. 147) 11.80 . .18 c: 1 > 2 
英語力 平均 237 2.46 2.33 l.89 1.8 2.16 旅行前後 0. 147) 0.27 .0 l:a > C b: 1 > 2 
(SD) (1.04) (1.12) (0.96) (0.91) (0.87) (1.01) クラスタ (2. 147) 2.41 .03 2: a> b c: 1く2
交互作用 (2. 147) 19.6900 .21 
他者理解 平均 4.14 3.86 3.98 4.12 4.14 4.22 旅行前後 0. 147) 0.17 .0 2: C > a a: 1 > 2 
(SD} (0.69) (0.67) (0.76) (0.69) (0.61) (0.56) クラスタ (2, 147) 1.29 .02 
交互作用 (2. 147) 8.98 . .1 
アサー ション 平均 3.92 3.71 3.50 3.55 3.48 3.56 旅行前後 (1. 147) 0.27 .0 a: 1 > 2 
(SD) (0.94) (0.96) (0.95) (1.01) (1.02) (0.94) クラスタ (2. 147) 1.65 .02 
交互作用 (2. 147) 2.69" .04 
コミュ 平均 3.38 3.43 3.62 3.1 3.24 3.51 旅行前後 (1. 147) 1.77 .01 b: 1 > 2 
興味関心 (SD) (1.01) (1.05) (0.94) (1.11) (1.0) (1.01) クラスタ (2, 147) 0.03 .0 c: Iく2
交互作用 (2, 147) 24.67 . .25 
協同的 平均 3.88 3.79 3.87 3.72 4.04 4.13 旅行前後 (1. 147) 1.67 .01 c>b b: 1 > 2 
問題解決 (SD) (0.60) (0.55) (0.65) (0.66) (0.63) (0.50) クラスタ (2. 147) 4.2s・ .06 2:c>ab 
交互作用 (2. 147) 4.1・ .06 
積極性 平均 3.62 3.72 3.87 3.69 3.54 3.91 旅行前後 0. 147) 5.8・ .02 2 > 1 b: l > 2 
(SD) (0.91) (0.87) (0.71) (0.76) (0.63) (0.61) クラスタ (2. 147) 0.28 .0 c: 1く2
交互作用 (2, 147) 16.25 . .18 
""p<.01. "p<.05. 
注）多菰比較・交互作用欄においては， a:海外嫌い群， b:言葉の壁群， C:海外への好感群， I : 旅行前， 2: 旅行後，をそれぞれ示す。
コミュ興味関心：コミュニケーションヘの興味• 関心，積極性：海外• 国際交流への積極性
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